


　
平
成
27
年
12
月
議
会
を
12
月
11
日
か
ら
18
日
ま
で
開
催

し
、
27
年
度
補
正
予
算
案
、
条
例
制
定
･
改
正
案
、
指
定
管

理
者
の
指
定
な
ど
16
件
の
議
案
を
審
議
し
、
全
て
原
案
の
と

お
り
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。
ま
た
、
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー

融
資
に
つ
い
て
は
修
正
案
1
件
、
付
帯
決
議
案
1
件
が
提
出

さ
れ
、
活
発
に
議
論
さ
れ
た
。

1億3972万円

3億6500万円

111万円

2055万円

608万円

2930万円

561万円

2008万円

△1110万円

△700万円

峡南医療センター運営負担（※1）

峡南医療センター貸付金（※2）

鰍沢口駅仮設トイレ設置負担金

警察官舎跡地購入・造成費（※3）

ふるさと納税返礼品費

北新町交差点舗装工事費（※4）

マイナンバー交付システム負担金

保育所広域入所負担金（※5）

橋梁長寿命化橋梁補修工事費

青柳32号線用地調査業務費

※1の負担金は地方交付税に算入された部分の支出である。
※2のうち1億5000万円は長期(30年)貸付である。
※3は新町民会館駐車場として使用するため隣地を購入する。
※4はラウンドアバウト方式という信号機のない新方式の交差点になる。
※5は新制度による保育所等の算定基準変更による増である。

〔おもな補正予算〕

問
　
北
新
町
交
差
点
舗
装
工
事

費
が
多
額
で
あ
る
。
算
出
根
拠

は
。

答
　
新
方
式
（
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ

ウ
ト
）
の
交
差
点
で
あ
り
、
特

別
な
標
識
を
設
置
す
る
た
め
の

費
用
が
含
ま
れ
て
い
る
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
こ
れ
ま

で
い
く
ら
あ
っ
た
の
か
。

6
0
0
万
円
は
何
に
使
う
の
か
。

答
　
11
月
末
現
在
、
2
7
6
7

件
、
1
8
1
2
万
円
納
入
が
あ
っ

た
。
今
回
は
返
礼
品
1
9
0
0

件
分
を
見
込
ん
で
計
上
し
た
。

問
　
橋
梁
長
寿
命
化
工
事
費
減

額
の
理
由
は
。

答
　
補
助
金
申
請
が
満
額
に
な

ら
な
か
っ
た
。
本
年
は
、
12
橋

補
強
修
繕
工
事
を
し
た
。
補
助

金
が
付
き
次
第
順
次
実
施
す
る
。

問
　
鰍
沢
口
駅
仮
設
ト
イ
レ
負

担
金
1
1
1
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
市
川
三
郷
町
と
の
共

同
設
置
で
半
分
の
負
担
と
あ
る

が
、
来
年
、
本
ト
イ
レ
を
作
る

と
な
っ
て
い
る
。
ト
イ
レ
は
市

川
三
郷
町
の
行
政
区
域
に
な
る

が
、
そ
の
後
の
維
持
管
理
運
営

負
担
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
年
間
維
持
費
を
算
出
し
た

あ
と
両
町
で
詰
め
て
い
く
。
基

本
は
半
額
負
担
。

問
　
青
柳
32
号
線
道
路
用
地
調

査
業
務
費
7
0
0
万
円
減
額
の

理
由
は
。

答
　
当
初
、
用
地
測
量
設
計
業

務
費
を
含
め
て
い
た
。
開
発
計

画
が
中
止
と
な
り
、
用
地
測
量

分
を
減
額
し
、
道
路
測
量
だ
け

に
な
っ
た
。

信号なしの新方式交差点

改修中の鰍沢口駅舎



改
善
計
画
は
あ
る
の
か

資
金
管
理
計
画
は

さ
ら
に
金
額
が

膨
ら
む
の
で
は

長
期
貸
付
は
必
要
か

短期貸付：無利子で12月中に貸付
27年度返済

長期貸付：有利子で12月中に貸付
30年元利均等年賦で返済
元金は5年間据置き

峡南医療センター 市川三郷病院

問
　
改
善
計
画
案
に
2
病
院
に
求

め
ら
れ
る
機
能
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る
の
か
。

こ
れ
で
財
政
支
援
す
る
の
か
。

答
　
26
年
度
に
借
り
た
7
億
3
0

0
0
万
円
の
返
済
と
、
そ
の
後
の

運
転
資
金
が
必
要
。
そ
の
た
め
市

川
三
郷
町
と
3
億
6
5
0
0
万
円

ず
つ
貸
付
け
る
。
そ
の
う
ち
1
億

5
0
0
0
万
円
は
資
金
不
足
比
率

8
･
6
％
を
解
消
す
る
た
め
長
期

貸
付
に
し
た
。
病
院
が
資
金
シ
ョ
ー

ト
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
計
上
し

た
。

問
　
資
金
不
足
比
率
が
10
％
を
超

え
る
と
借
入
れ
を
行
う
に
は
、
県

の
許
可
が
必
要
だ
が
、
許
可
が
あ

れ
ば
借
り
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
の
か
。

答
　
10
％
を
超
え
る
こ
と
は
イ
エ

ロ
ー
カ
ー
ド
で
、
し
っ
か
り
し
た

資
金
計
画
を
出
さ
な
け
れ
ば
県
知

事
の
許
可
は
出
な
い
。

問
　
許
可
が
簡
単
で
な
け
れ
ば
、

企
業
団
は
し
っ
か
り
し
た
改
善
計

画
を
出
す
の
で
は
な
い
か
。

答
　
確
か
に
改
善
計
画
の
中
に
、

資
金
不
足
解
消
の
詳
細
が
あ
っ
て

し
か
る
べ
き
だ
。

問
　
短
期
融
資
に
関
す
る
資
金
計

画
は
。

答
　
短
期
部
分
は
企
業
団
が
資
金

調
達
し
、
27
年
度
内
に
返
済
す
る

と
な
っ
て
い
る
。

問
　
改
善
計
画
に
よ
る
資
金
管
理

計
画
は
あ
る
の
か
。

答
　
27
年
度
ま
で
は
中
期
計
画
で

行
っ
て
い
る
。
28
年
度
か
ら
の
計

画
は
企
業
団
が
こ
れ
か
ら
つ
く
り
、

そ
の
後
、
町
に
示
さ
れ
る
。

問
　
交
付
金
は
地
方
交
付
税
分
、

短
期
貸
付
は
今
年
度
中
に
戻
る
の

で
問
題
な
い
。
問
題
は
長
期
貸
付

の
1
億
5
0
0
0
万
円
で
、
町
の

短
期
貸
付
と
交
付
税
分
で
5
億
数

千
万
円
に
な
る
。
長
期
貸
付
を
し

な
く
て
も
運
営
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

答
　
長
期
貸
付
金
は
資
金
不
足
比

率
を
下
げ
る
た
め
で
、
両
町
で
3

億
円
と
な
る
。
こ
の
資
金
が
回
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
資
金
不
足
比
率

8
･
6
％
が
6
･
5
％
以
下
に
な

る
。
こ
れ
が
な
い
と
27
年
度
末
に

10
％
を
超
え
る
心
配
が
あ
る
。

問
　
27
年
度
は
赤
字
幅
が
3
億
円

改
善
さ
れ
て
、
4
億
円
の
赤
字
予

測
と
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
に
資

金
不
足
比
率
は
変
わ
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　
長
期
貸
付
は
年
明
け
で
も
間
に

合
う
の
で
は
な
い
か
。
急
い
で
貸

付
け
る
必
要
は
な
い
と
思
う
が
。

答
　
今
、
貸
し
付
け
な
け
れ
ば
3

月
31
日
の
決
算
に
間
に
合
わ
な
い
。

短
期
・
長
期
を
切
り
離
し
て
提
案

し
た
も
の
で
は
な
い
。

問
　
貸
付
金
は
、
今
回
は
や
む
を

得
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
度
々

繰
り
返
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
で
あ
る
。
金
額
が
膨
ら
ん
で

い
く
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
ど
の

時
点
で
ど
の
よ
う
に
考
え
、
判
断

す
る
の
か
。

答
　
当
分
の
間
は
繰
り
返
す
と
思

う
。
今
回
の
改
善
計
画
で
も
32
年

度
は
1
億
円
の
赤
字
予
測
で
あ
る
。

今
回
の
貸
付
で
資
金
不
足
比
率
が

6
･
5
％
ま
で
下
が
る
の
で
、
今

後
は
そ
の
年
度
で
返
っ
て
く
る
短

期
貸
付
で
対
応
で
き
る
と
思
う
。

問
　
今
後
、
長
期
貸
付
は
し
な
い

と
い
う
こ
と
か
。

答
　
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
両
町

の
財
政
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
資

金
援
助
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
自
転
車
操
業
を
繰
り
返

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。



長
澤
　
健

　
こ
の
修
正
案
は
企
業
団
か
ら
誰
も
が
納
得

で
き
る
改
善
計
画
が
出
た
時
点
で
支
援
す
る

と
言
っ
て
い
る
。
医
業
収
益
を
上
げ
な
け
れ

ば
、
今
後
も
借
金
は
雪
だ
る
ま
式
に
増
え
て

い
く
の
は
目
に
見
え
る
。
町
民
の
安
心
な
暮

ら
し
を
守
る
た
め
病
院
は
必
要
だ
。
し
か
し
、

長
期
融
資
に
よ
り
町
の
財
政
を
圧
迫
し
、
町

民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
。
今
後
、
公
共
施
設
の
再
配
置
計
画
な
ど
、

多
く
の
財
源
が
必
要
と
な
る
。
来
年
度
の
決

算
で
も
貸
付
が
続
く
な
ら
、
速
や
か
に
独
立

行
政
法
人
化
を
考
え
る
べ
き
だ
。

　
こ
の
切
迫
し
た
状
況
を
知
っ
た
の
は
、
11

月
中
旬
で
あ
る
。
開
設
か
ら
わ
ず
か
1
年
半

の
今
日
「
運
営
資
金
が
足
り
な
い
。
破
綻
す

る
状
況
に
あ
る
。
町
か
ら
融
資
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
の
突
然
の
提
案
に
困
惑
し
て
い
る
。

　
改
善
計
画
が
出
さ
れ
た
の
が
平
成
27
年
12

月
、
昨
年
の
6
月
以
降
何
を
し
て
い
た
の
か

企
業
団
お
よ
び
町
の
姿
勢
に
不
信
感
を
覚
え

る
。
も
っ
と
議
論
が
必
要
で
あ
り
、
町
民
へ

の
説
明
･
理
解
も
必
要
で
あ
る
。
長
期
貸
付

に
つ
い
て
は
保
留
し
、
28
年
初
頭
に
結
論
づ

け
れ
ば
よ
い
。

斉
藤
欽
也

賛成討論

井
上
光
三

　
地
域
医
療
を
守
る
た
め
開
設
さ
れ
た
公
立
病
院
で

あ
る
。
平
成
26
年
度
に
赤
字
に
な
っ
た
原
因
を
分
析

し
、
経
営
改
善
計
画
を
策
定
し
た
。
医
療
セ
ン
タ
ー
、

富
士
川
町
、
市
川
三
郷
町
が
一
丸
と
な
っ
て
、
病
院

の
立
て
直
し
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。

　
貸
付
と
い
う
形
で
両
町
が
財
政
支
援
す
る
こ
と
は
、

開
設
者
で
あ
る
自
治
体
の
責
任
で
あ
る
。
経
営
の
危

機
に
陥
っ
て
い
る
病
院
を
支
援
を
し
な
い
こ
と
は
、

病
院
が
い
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
富
士
川
町
が
支
援
し
な
い
こ
と
に
な
れ
ば
、
今
後

の
経
営
改
善
計
画
の
取
り
組
み
に
大
き
な
障
害
と
な

る
。

市
川
淳
子

　
経
営
が
大
幅
な
赤
字
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
病
院
側
は
今
、

そ
の
原
因
と
対
策
を
立
て
る
た
め
に
、

現
状
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、

病
院
側
は
資
金
不
足
の
現
状
を
町
に

訴
え
、
資
金
支
援
を
お
願
い
し
て
き

た
。
公
的
な
病
院
と
し
て
町
は
支
援

す
る
べ
き
で
あ
る
。
長
期
貸
付
の
1

億
5
千
万
円
は
、
一
刻
も
早
く
貸
し

出
す
こ
と
が
得
策
だ
と
思
う
。

反対討論

小
林
有
紀
子
、
深
澤
　
公
雄

秋
山
　
　
勇
、
鮫
田
　
洋
平

秋
山
　
　
貢
、
市
川
　
淳
子

井
上
　
光
三
、
神
田
　
　
智

小
林
　
　
進

反
　
対

賛
　
成

川
口
　
正
満
、
青
　
　
光
仁

堀
内
　
春
美
、
長
澤
　
　
健

斉
藤
　
欽
也

採
決
結
果

﹇
提
案
理
由
﹈

　
企
業
団
運
営
費
を
財
政
支
援

す
る
貸
付
金
中
、
長
期
貸
付
金

の
1
億
5
千
万
円
は
、
平
成
27

年
度
末
ま
で
の
企
業
団
の
資
金

繰
り
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

短
期
貸
付
が
妥
当
か
、
長
期
貸

付
が
妥
当
か
判
断
で
き
な
い
現

状
に
あ
る
。
よ
っ
て
、
同
企
業

団
か
ら
明
確
な
資
金
運
用
計
画

が
提
出
さ
れ
る
ま
で
は
、
長
期

の
貸
付
は
控
え
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
こ
の
修
正
動
議
を
提

出
す
る
理
由
で
あ
る
。

提案者：青　　光仁



﹇
主
旨
﹈

　
町
の
支
援
が
な
け
れ
ば
病
院
経
営
を

継
続
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
し
、
3
億

6
5
0
0
万
円
の
財
政
出
動
を
決
断
し
た
。

　
こ
の
ま
ま
経
営
改
善
が
進
ま
ず
、
今

後
も
財
政
支
援
を
続
け
て
い
く
と
な
れ
ば
、

町
の
財
政
負
担
は
際
限
な
く
広
が
り
、

財
政
の
圧
迫
は
必
定
で
、
町
行
政
へ
の

影
響
が
危
惧
さ
れ
る
。

　
他
方
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
く
に
は
、
医
療
と
福
祉
の
質
の
向
上

は
必
要
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
経
営
を

確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
さ
ら
な
る
経
営
改
善
の
見
直
し
と
、

地
方
独
立
行
政
法
人
方
式
へ
の
移
行
を

積
極
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
町
当
局
に
対
し
、
企
業
団
へ
早

急
に
経
営
改
善
施
策
を
講
じ
る
よ
う
要

請
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

提案者：秋山　　貢

鮫
田
洋
平

　
医
療
の
確
保
を
実
現
す
る
に
は
、
町
長

も
新
聞
で
「
自
立
し
た
病
院
を
」
と
言
っ

て
い
た
よ
う
に
、
企
業
団
自
身
に
頑
張
っ

て
も
ら
い
、
町
が
財
政
支
援
す
る
こ
と
で

改
革
が
先
送
り
に
な
ら
な
い
よ
う
、
改
善

施
策
を
確
実
に
実
行
し
、
今
後
は
地
方
独

立
行
政
法
人
へ
移
行
す
る
こ
と
も
視
野
に

入
れ
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
議
会
か
ら
も
企
業
団
議
会
へ
5
人
の
議

員
が
行
っ
て
い
る
。
町
も
議
員
と
連
携
し
、

も
っ
と
積
極
的
に
助
言
す
る
こ
と
が
必
要

だ
。

　
医
療
界
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
人
口

減
少
や
消
費
税
が
10
％
に
上
が
る
こ
と
で
、

な
お
一
層
厳
し
く
な
る
。
ま
た
、
国
は
病

床
が
過
剰
だ
と
し
、
山
梨
県
で
は
25
％
の

削
減
を
求
め
る
報
告
書
を
公
表
し
た
。
病

床
数
を
削
減
し
在
宅
医
療
に
移
行
す
る
こ

と
で
、
医
療
費
の
抑
制
を
図
る
考
え
と
思

わ
れ
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ

れ
る
。
医
療
セ
ン
タ
ー
は
次
世
代
に
引
き

継
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
改
善
計
画
の

見
直
し
は
経
営
方
式
の
移
行
も
含
め
、
積

極
的
か
つ
早
急
に
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
。

深
澤
公
雄

賛成討論反対討論

　
企
業
団
自
身
に
よ
る
新
た
な
経
営
計
画

を
策
定
し
、
実
現
す
る
た
め
鋭
意
努
力
し

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
企
業
団

に
よ
る
最
大
限
の
努
力
の
も
と
で
、
一
刻

も
早
い
経
営
の
安
定
と
黒
字
化
を
図
っ
て

ほ
し
い
。

　
町
で
は
考
え
う
る
支
援
を
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
。
あ
え
て
付
帯
決
議
を
出
す
必
要

は
な
い
。

小
林
　
進

　
付
帯
決
議
文
の
内
容
に
は
異
議
が
あ
る
。

「
富
士
川
町
議
会
と
し
て
…
峡
南
医
療
セ

ン
タ
ー
企
業
団
の
改
善
施
策
の
見
直
し
と
、

地
方
独
立
行
政
法
人
方
式
へ
の
移
行
に
つ

い
て
積
極
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
地

方
独
立
行
政
法
人
方
式
へ
の
移
行
」
に
つ

い
て
は
、
全
く
何
も
議
論
が
さ
れ
て
い
な

い
。
突
然
提
案
さ
れ
、
議
決
し
て
し
ま
う

よ
う
な
や
り
方
に
対
し
、
ど
う
し
て
も
違

和
感
を
お
ぼ
え
る
。

市
川
淳
子

採
決
結
果

小
林
有
紀
子
、
秋
山
　
　
勇

市
川
　
淳
子
、
井
上
　
光
三

神
田
　
　
智
、
小
林
　
　
進

反
　
対

深
澤
　
公
雄
、
川
口
　
正
満

青
　
　
光
仁
、
堀
内
　
春
美

鮫
田
　
洋
平
、
長
澤
　
　
健

秋
山
　
　
貢
、
斉
藤
　
欽
也

賛
　
成



3日

5日

9日

10日

11日

18日

20日

27日

6日

8日

11日

20日

27日

30日

3日

10月

11月

12月

増穂小学校・鰍沢小学校運動会

町村議会広報編集委員行政視察

全員協議会、増穂商業高校の存続を考える特別委員会

保育所連合運動会

南小学校運動会

第6回富士川体育祭り秋季大会

全国町村議会広報編集委員研修会（21日まで）

議会改革特別委員会

議会運営協議会、町村議会議員研修会

甲州富士川まつり、駅伝大会

国際交流協会ワールドグルメプラザ

第59回町村議会議長全国大会

全員協議会

峡南地域県立高等学校再編整備に関する要望

議会運営委員会・全員協議会

議会運営委員会

町村議会議長会、全員協議会

・
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る

　
条
例
の
制
定

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
伴

　
う
取
り
扱
い
に
必
要
な
措
置
を
規

　
定
し
た

・
行
政
組
織
再
編
に
伴
う
関
係

　
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　
改
正

　
課
の
名
称
と
所
管
の
変
更

問
　
再
編
計
画
は
い
つ
か
ら
、

ど
こ
で
議
論
し
ま
と
め
た
の
か
。

答
　
1
年
前
か
ら
議
論
し
、
6

月
か
ら
具
体
的
作
業
に
入
っ
た
。

原
案
は
総
務
課
で
つ
く
り
、
行

政
連
絡
調
整
会
議
や
政
策
会
議

で
議
論
し
策
定
し
た
。

問
　
情
報
化
の
推
進
と
情
報
公

開
は
分
割
し
な
い
方
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
。

答
　
情
報
化
の
推
進
は
庁
舎
内

部
の
こ
と
。
個
人
情
報
の
管
理

や
情
報
公
開
は
文
書
管
理
の
部

分
な
の
で
所
管
を
分
け
た
。

問
　
人
事
は
財
務
課
で
な
く
、

町
長
直
轄
の
部
署
に
置
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
　
対
外
的
な
こ
と
は
政
策
秘

書
課
、
内
部
的
な
こ
と
は
財
務

課
と
し
た
。
人
事
は
定
数
管
理

も
あ
り
財
政
と
密
接
で
あ
る
。

・
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
条
例

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
、
個
人

　
番
号
カ
ー
ド
に
改
め
る
。

・
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
徴
収
金
の
猶
予
規
定
、
入
湯
税
の

　
免
除
規
定
を
整
備
し
た
。

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

　
指
定

▼
鰍
沢
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
社
会
福
祉
法
人
か
じ
か
の
会

　
（
継
続
）

▼
か
じ
か
の
湯

　
㈱
ビ
ル
ネ
ッ
ト
（
新
規
　
東
京
都
）

問
　
今
回
は
指
定
管
理
者
の
選

定
評
価
基
準
60
点
を
い
ず
れ
も

下
回
っ
て
い
る
。
指
定
管
理
期

間
は
5
年
と
い
う
長
期
で
あ
る
。

管
理
者
が
辞
め
た
い
と
き
は
ど

う
な
る
の
か
。

答
　
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、

契
約
条
項
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

・
字
の
変
更

　
山
王
土
地
区
整
理
事
業
に
伴
う
名

　
称
変
更

・
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

　
変
更
と
追
加

問
　
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
、

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
運
営
負
担

金
を
入
れ
た
理
由
は
。

答
　
交
付
税
分
、
約
1
億

3
0
0
0
万
円
の
運
営
負
担
金

の
一
部
に
過
疎
債
を
使
え
る
た
め
。

・
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
再
任

　
　
大
森
き
よ
子
氏
（
青
柳
町
区
）

　
新
任

　
　
雨
宮
　
俊
夫
氏
（
鰍
沢
中
区
）

・
議
会
傍
聴
規
定
の
一
部
変
更

　
「
杖
」
の
議
場
持
込
み
を
可
能
と

　
し
た
。

4月から指定管理者が代わるかじかの湯



資金不足比率　平成26年度　8.6％（経営健全化基準　20％）

当年度借入金（一時借入金）　7億3000万円

（単位：円）

補正額 計

峡南医療センター企業団補正額

525万
525万

41億2361万
9億4236万

・病院事業費用（医業費用）
・介護老人保健施設事業費用

収益的収入及び支出の補正

620万
620万

1億6220万
1億8986万

・病院事業資本的収入（企業債）
・病院事業資本的支出（建設改良費）

資本的収入及び支出の補正

平成26年度
峡南医療センター企業団の決算

収益決算額 39億9463万

費用決算額 46億9585万

純損益金額 ▲7億123万

127万

124万

61万

入院収益

外来収益

介護保険施設料

給与費

材料費

経費

289万

66万

77万

（給与費は全体の79.13％）

主な費用主な収益

通所者延べ数入所者延べ数

ケアセンターいちかわ 2,152人23,372人

サンビューふじかわ 6,025人33,681人

外来延べ患者数入院延べ患者数

市川三郷病院 58,418人9,806人

富士川病院 60,243人23,725人

　平成26年度決算では、7億123万円の損失となった。当初計画より、収益が下回った主な原因は、
基幹診療型と総合診療型への移行に遅れが生じ、機能分化・役割分担が進められなかった、統
合までの時間が短かったことが挙げられる。本年度の経営状況は、4月～7月の時点で、昨年度
より約3億2000万円の改善見込み。本年度は昨年度決算を改善すべく、改善計画を策定している。

　企業長の給与及び旅費について、全
会一致で可決した　
　平成27年12月に支給する期末手当を
7％カットとする。

第1回臨時会（11月19日）

＊市川三郷病院　回復期・慢性期機能　
　一般病床90床から療養40床に変更
　外来機能は、11診療科（泌尿器科及び透析はＨ28.8.1から富士川病院で実施）
　手術機能は、富士川病院で実施

＊富士川病院　急性期機能　一般病床111床、
　158床から133床に変更
　（地域包括病床18床、感染症病床4床）
　外来機能は、28年度から9診療科、8月から10診療科
　（泌尿器科及び透析を実施）
　透析は3階病床を改修し、現状23床から7床増床

改善計画（案）

（単位：円）

（単位：円）



問
　
H
P
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

の
動
画
配
信
が
可
能
に
な
っ
た
。

行
政
案
内
や
各
課
の
施
策
、
日

常
業
務
、
各
種
手
続
き
の
仕
方
、

ゴ
ミ
の
出
し
方
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
動
画
に
よ
る
案
内
を
し

た
方
が
、
文
章
で
案
内
す
る
よ

り
分
か
り
や
す
い
。
動
画
を
作

成
し
配
信
す
る
考
え
は
。

企
画
課
長
　
動
画
に
よ
る
視
覚

情
報
は
、
内
容
を
分
か
り
や
す

く
短
時
間
で
伝
達
す
る
こ
と
が

で
き
、
効
果
的
な
広
報
手
段
で

あ
る
。
ゴ
ミ
の
分
別
方
法
な
ど

の
行
政
情
報
や
四
季
折
々
の
観

光
情
報
な
ど
、
文
字
情
報
と
は

別
に
動
画
で
配
信
し
て
い
き
た
い
。

問
　
新
た
に
作
成
す
る
動
画
も

C
A
T
V
で
の
放
送
が
可
能
か
。

企
画
課
長
　
可
能
で
あ
る
。

問
　
全
国
移
住
ナ
ビ
の
視
聴
ラ

ン
キ
ン
グ
で
全
国
8
位
と
い
う

結
果
を
出
し
て
る
。
ど
の
よ
う

に
施
策
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

企
画
課
長
　
ふ
る
さ
と
納
税
者

の
拡
大
や
空
き
家
バ
ン
ク
の
充
実
、

宅
地
分
譲
の
拡
大
な
ど
移
住
・

定
住
に
繋
げ
て
い
く
。

問
　
新
し
く
動
画
を
作
成
し
配

信
し
て
い
く
考
え
が
あ
る
か
。

も
し
制
作
す
る
の
で
あ
れ
ば
制

作
費
を
抑
え
、
定
住
し
て
い
る

人
の
声
や
、
町
の
良
さ
を
も
っ

と
動
画
に
入
れ
て
作
成
し
て
ほ

し
い
が
。

企
画
課
長
　
当
面
は
現
在
の
動

画
で
町
の
魅
力
や
施
策
の
情
報

発
信
を
し
て
い
く
。
新
た
に
作

る
と
き
に
は
、
町
の
P
R
効
果

も
一
層
高
ま
る
と
思
う
の
で
考

慮
し
て
作
成
す
る
。

問
　
昨
年
12
月
議
会
で
導
入
に

向
け
前
向
き
な
答
弁
を
も
ら
っ
た
。

進
展
や
現
状
は
。

商
工
観
光
課
長
　
8
月
に
東
京
で
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
設
置

を
P
R
し
、
H
P
で
補
助
制
度

を
紹
介
し
た
。
空
き
工
場
を
含

む
空
き
店
舗
バ
ン
ク
制
度
の
導

入
に
向
け
、
町
内
の
施
設
を
紹

介
し
、
今
後
の
誘
致
に
繋
げ
た
い
。

 
先
般
策
定
し
た
富
士
川
町
総

合
戦
略
の「
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
」

に
お
い
て
も
、サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

へ
の
支
援
を
具
体
的
な
施
策
と
し

て
掲
げ
て
お
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に

助
成
制
度
や
適
地
の
情
報
を
発
信

し
誘
致
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

問
　
高
速
通
信
網
の
整
備
が
絶

対
条
件
だ
が
、
町
を
網
羅
し
て

い
な
い
高
速
通
信
網
の
現
状
と

整
備
方
針
は
。

企
画
課
長
　
未
整
備
地
区
は
中
部
・

五
開
の
2
地
区
。
町
が
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
過

半
数
の
希
望
が
あ
っ
た
。
財
源

確
保
を
図
り
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
整
備
を
進
め
て
い
く
。

「
町
の
魅
力
」
全
国
へ

さ
め
た
洋
平
議
員

動画で情報発信を

発信していく

移
住
定
住
P
R
動
画
は

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
進
ち
ょ
く
状
況
は



問
　
本
町
の
医
療
費
の
現
状
を

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

町
民
生
活
課
長
　
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
の
高
齢
化
、
医
療

の
高
度
化
な
ど
に
伴
い
、
医
療

費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

平
成
26
年
度
は
約
11
億
9
、

3
0
0
万
円
。
平
成
25
年
度
と

比
較
す
る
と
、
5
、
3
0
0
万
円
、

約
5
％
増
と
高
い
伸
び
率
と
な

っ
て
い
る
。

問
　
医
療
費
が
増
え
れ
ば
町
財

政
を
圧
迫
し
、
健
康
保
険
制
度

の
維
持
が
難
し
く
な
る
。
医
療

費
削
減
に
向
け
て
町
と
し
て
の

取
組
み
は
。

町
民
生
活
課
長
　
医
療
費
抑
制

対
策
と
し
て
は
、
調
剤
費
に
か

か
る
費
用
が
約
2
億
円
。
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
促
進

を
図
る
こ
と
と
し
、
医
療
費
負

担
の
軽
減
を
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
に
よ
り
、
利
用
の
普
及
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
福
祉
保
健

課
と
連
携
し
、
特
定
健
診
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
予
防
教
室
な
ど

の
保
健
事
業
を
実
施
し
、
健
康

の
保
持
促
進
を
図
り
削
減
に
努

め
て
い
る
。

問
　
高
齢
者
の
医
療
費
を
抑
え

る
施
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
65
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
国
保
加
入
者
の
平
成

26
年
度
の
医
療
費
支
出
額
の
上

位
は
、
が
ん
・
腎
不
全
・
高
血

圧
性
疾
患
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受

診
を
勧
め
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
町
で
は
健
診
結
果

か
ら
、
運
動
教
室
や
栄
養
相
談
、

住
民
や
小
中
学
生
を
対
象
と
し

た
禁
煙
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

高
齢
者
に
対
し
て
は
、
い
き
い

き
筋
力
教
室
な
ど
の
運
動
教
室
・

肺
疾
患
・
低
栄
養
の
予
防
に
つ

な
げ
る
口
腔
教
室
・
多
受
診
の

抑
制
指
導
な
ど
、
医
療
費
抑
制

に
努
め
て
い
き
た
い
。

秋
山
　
勇
議
員

地域住民を対象とした禁煙教室

膨らむ国民健康保険医療費は

ジェネリック医薬品
を使用促進
ジェネリック医薬品
を使用促進

（後発医薬品）



川
口
正
満
議
員

総合戦略・雇用創出の積極推進を

年度ごとにPDCAで事業を検証年度ごとにPDCAで事業を検証

問
　
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
に
、

5
年
で
事
業
所
の
従
業
員
を
20

人
増
と
は
目
標
値
が
低
い
。
単

年
度
ご
と
に
予
算
を
配
分
し
、

地
域
の
協
力
も
必
要
で
、
優
先

す
べ
き
項
目
に
つ
い
て
年
度
の

目
標
値
を
設
け
な
い
か
。

企
画
課
長
　
施
策
は
事
業
に
対

す
る
優
先
度
は
な
い
。
年
度
ご

と
に
重
要
業
績
評
価
指
標
で
検

証
を
行
い
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

を
実
施
し
て
い
く
。

問
　
地
域
の
活
力
向
上
に
は
、

町
の
魅
力
や
地
域
資
源
に
互
い

が
共
感
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
で
き
る
か
が
試
さ
れ
る
。
地

域
力
創
造
交
付
金
事
業
の
目
標

が
3
件
と
低
い
。
定
住
移
住
奨

励
の
5
年
間
で
50
世
帯
目
標
で
は
、

地
域
ご
と
に
心
と
力
を
合
わ
せ

て
目
標
を
実
行
す
る
よ
う
、
区

長
会
に
ど
の
よ
う
な
要
請
や
支
援
・

助
言
を
行
い
、
協
働
の
活
動
を

具
体
化
し
て
い
く
か
。

企
画
課
長
　
「
地
域
資
源
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本

的
方
針
に
挙
げ
た
。
区
民
が
取

り
組
め
る
よ
う
地
域
創
造
交
付

金
を
使
い
、
地
域
と
一
体
と
な

っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

問
　
J
R
東
海
に
ト
イ
レ
建
設

費
を
負
担
さ
せ
て
管
理
費
は
両

町
が
負
担
す
る
と
い
う
方
法
で

町
の
負
担
を
少
な
く
で
き
な
い
か
。

本
ト
イ
レ
建
設
予
想
費
は
。

町
民
生
活
課
長
　
J
R
東
海
よ
り
、

駅
舎
の
建
て
替
え
に
際
し
、
防

犯
管
理
上
ト
イ
レ
を
設
け
な
い
、

設
置
費
用
の
一
部
負
担
も
対
応

で
き
な
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。

ト
イ
レ
建
設
費
は
見
積
も
り
が

出
て
か
ら
予
算
計
上
す
る
。

問
　
身
延
線
は
地
域
に
と
り
必

要
不
可
欠
で
、
沿
線
市
町
と
連

携
し
て
利
用
度
を
高
め
て
い
く

べ
き
だ
。
赤
字
事
業
と
聞
い
た
が
、

深
刻
な
経
営
状
況
を
把
握
し
て

い
る
か
。

町
民
生
活
課
長
　
鰍
沢
口
駅
の

乗
車
人
数
は
、
26
年
度
約
5
万

2
千
人
で
、
必
要
性
も
高
い
。

経
営
状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問
　
計
画
は
ず
さ
ん
で
信
頼
性

が
な
く
、
「
重
要
な
事
実
の
基

礎
を
欠
い
て
」
大
赤
字
が
予
想

さ
れ
る
。
行
政
は
明
ら
か
に
す

る
責
任
と
義
務
が
あ
る
。
国
の

将
来
を
揺
る
が
す
の
で
、
国
会
、

自
治
体
は
信
頼
で
き
る
計
画
を

要
求
し
、
J
R
東
海
は
国
に
対

し
て
新
し
い
事
業
計
画
を
提
出

す
る
べ
き
だ
。
町
長
の
見
解
は
。

町
長
　
国
家
的
事
業
で
あ
り
、

町
が
ど
う
こ
う
す
る
つ
も
り
や

必
要
も
な
い
と
考
え
る
。

鰍
沢
口
駅
ト
イ
レ

建
設
費
の
負
担
は

リ
ニ
ア
事
業
計
画
の

再
提
出
要
求
は

奪われる日照権（リニア実験線・笛吹市内）

（計画・実行・評価・改善）



問
　
本
年
10
月
に
策
定
さ
れ
た

富
士
川
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
総

合
戦
略
の
4
つ
の
基
本
目
標
に

お
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
事
業
を
検
討
す
る
の
か
。

企
画
課
長
　
「
富
士
川
町
に
お

け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
」

で
は
、
経
営
サ
ポ
ー
ト
事
業
や

特
産
品
の
販
路
拡
大
の
支
援
事

業
を
考
え
て
い
る
。
「
富
士
川

町
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を

つ
く
る
」
で
は
、
定
住
者
支
援

事
業
、
西
之
入
団
地
宅
地
分
譲

事
業
を
考
え
て
い
る
。
「
富
士
川

町
で
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
の
希
望
を
叶
え
る
」
で
は
、

婚
活
支
援
事
業
、
地
域
交
流
事

業
を
考
え
て
い
る
。
「
富
士
川

町
の
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ

く
り
、
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る

と
と
も
に
地
域
と
地
域
を
連
携

す
る
」
で
は
、
峡
南
地
域
観
光

連
携
事
業
、
国
土
強
靱
化
地
域

計
画
の
策
定
を
考
え
て
い
る
。

問
　
そ
れ
ぞ
れ
の
実
行
計
画
は

ど
の
よ
う
に
実
践
す
る
の
か
。

企
画
課
長
　
事
業
ご
と
に
達
成

す
べ
き
数
値
目
標
、
重
要
業
績

評

価

指

標

を

設

定

し

、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
も
と
に

実
施
し
た
施
策
事
業
の
効
果
を

検
証
し
て
い
く
。

問
　
婚
活
事
業
は
ど
の
よ
う
に

研
究
し
、
具
体
化
す
る
の
か
。

企
画
課
長
　
婚
活
イ
ベ
ン
ト
が

必
ず
し
も
定
住
人
口
の
増
加
に

結
び
つ
い
て
い
な
い
の
で
、
町

内
へ
の
定
住
を
促
せ
る
よ
う
な

企
画
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

婚
活
事
業
は
一
朝
一
夕
で
は
成

果
は
出
に
く
い
の
で
、
年
間
を

通
じ
て
開
催
す
る
な
ど
継
続
的

に
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

問
　
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ

く
ろ
う
と
す
る
五
開
筋
を
は
じ
め
、

町
内
三
筋
の
観
光
連
携
の
取
り

組
み
は
。

商
工
観
光
課
　
三
筋
の
特
徴
を

生
か
し
た
新
し
い
流
れ
を
つ
く

る
た
め
、
平
林
地
区
で
は
「
陶

芸
家
や
写
真
愛
好
家
な
ど
の
芸

術
文
化
の
村
づ
く
り
」
、
穂
積

地
区
で
は
「
ゆ
ず
の
特
産
品
を

中
心
と
し
た
地
域
づ
く
り
」
、

五
開
地
区
で
は
「
大
柳
川
渓
谷

や
温
泉
を
利
用
し
た
健
康
と
癒

や
し
の
里
づ
く
り
」
を
進
め
る
。

さ
ら
に
、
三
筋
を
有
機
的
に
連

携
さ
せ
る
「
周
遊
ツ
ア
ー
の
企
画
」

「
新
た
な
散
策
ル
ー
ト
の
設
置
」

や
、
三
筋
が
連
携
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
、
相
互
連
携
し
た

観
光
客
の
誘
導
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

深
澤
公
雄
議
員

婚
活
事
業
は

町
内
三
筋
の

観
光
連
携
は

富士川町総合戦略の取り組みは

基本目標が達成できる
事業を展開
基本目標が達成できる
事業を展開

【総合戦略】町のホームページにアップ

人口ビジョン・総合戦略の基本目標
以下の4つを基本目標として、各種取り組みを推進します

富士川町における安定した雇用を創出する1

富士川町への新しいひとの流れをつくる2

富士川町で若い世代の結婚・出産・子育て
希望を叶える

3

富士川町の時代にあった地域をつくり、安心な
暮らしを守るとともに、地域と地域を連携する

4



堀
内
春
美
議
員

問
　
現
在
、
富
士
川
病
院
に
医

師
の
派
遣
が
な
く
、
さ
ら
に
山

梨
県
の
研
修
医
が
激
減
し
て
い

る
状
況
だ
。
富
士
川
病
院
の
医

師
を
確
保
す
る
た
め
、
富
士
川

町
か
ら
医
大
へ
進
学
し
て
い
る

学
生
が
、
将
来
、
富
士
川
病
院

へ
勤
務
し
て
も
ら
う
た
め
、
町

独
自
の
奨
学
金
制
度
を
設
け
た

ら
ど
う
か
。

福
祉
保
健
課
長
　
県
に
山
梨
県

医
師
修
学
資
金
貸
与
制
度
が
設

け
て
あ
る
の
で
、
そ
の
制
度
を

利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

問
　
県
以
外
に
町
独
自
で
医
師

養
成
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長
　
県
外
で
も
山
梨
県
の
医

師
修
学
資
金
貸
与
制
度
が
使
え

る
の
で
、
医
師
免
許
を
取
る
と

自
分
の
意
志
で
勤
務
先
を
選
択

す
る
。
貸
与
者
ど
お
り
に
確
保

で
き
な
い
。

問
　
近
所
に
医
大
で
学
ん
で
い

る
学
生
が
い
る
。
母
親
も
将
来

富
士
川
病
院
で
勤
務
す
る
こ
と

を
望
ん
で
い
た
。
富
士
川
病
院

で
町
内
の
先
生
に
町
内
の
患
者

を
診
て
も
ら
う
こ
と
は
、
お
互

い
に
良
い
こ
と
で
は
な
い
か
。

確
保
す
る
意
味
で
提
案
し
た
の

だ
が
、
い
か
が
か
。

町
長
　
医
大
を
卒
業
し
た
ら
、

本
人
の
意
思
で
富
士
川
病
院
を

希
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
去
年
の
9
月
議
会
で
、
2

件
続
け
て
青
柳
地
区
で
起
き
た

高
齢
者
の
孤
独
死
に
つ
い
て
、

こ
う
い
う
悲
惨
な
こ
と
が
な
い

よ
う
、
新
聞
店
や
牛
乳
店
と
協

定
し
て
見
守
り
体
制
を
作
っ
た

ら
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
検
討

す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
今

年
5
月
、
今
度
は
最
勝
寺
区
で

高
齢
者
の
孤
独
死
が
発
見
さ
れ

た
が
、
町
で
は
把
握
し
て
い
な

か
っ
た
。
6
月
議
会
で
再
度
見

守
り
体
制
を
質
問
し
た
が
、
い

ろ
い
ろ
な
面
か
ら
努
力
す
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
後
の
進

ち
ょ
く
状
況
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
新
聞
店
、
牛

乳
店
に
は
業
務
を
通
し
て
の
見

守
り
を
協
力
依
頼
し
た
。

問
　
協
力
依
頼
を
締
結
し
た
の
か
。

福
祉
保
健
課
長
　
締
結
は
し
て

い
な
い
。
連
絡
を
お
願
い
し
た
。

問
　
依
頼
し
た
の
と
、
締
結
し

た
の
で
は
重
み
が
違
う
。
他
の

市
町
村
で
は
独
自
に
生
協
や
コ

ン
ビ
ニ
と
締
結
し
て
い
る
。
他

の
町
で
で
き
て
、
な
ぜ
富
士
川

町
で
は
で
き
な
い
の
か
。
こ
の

質
問
を
し
て
か
ら
1
年
3
カ
月

経
過
し
て
い
る
が
、
遅
々
と
し

て
進
ん
で
い
な
い
。
早
急
に
進

め
る
べ
き
だ
。

福
祉
保
健
課
長
　
進
め
て
い
き

た
い
と
思
う
。

町出身医大生に町独自の奨学金を

県の奨学金制度の利用を県の奨学金制度の利用を

一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
宅
見
守
り
体
制
は

地域見守り協定締結の早期実現を



問
　
県
内
の
町
村
（
14
町
村
）
で
、

学
校
給
食
費
を
私
会
計
で
実
施

し
て
い
る
の
は
、
富
士
川
町
だ

け
で
あ
る
。
学
校
側
か
ら
は
、

何
年
も
前
か
ら
公
会
計
化
を
望

む
声
を
聴
い
て
い
る
。
実
施
す

る
考
え
が
あ
る
の
か
。

教
育
長
　
公
会
計
処
理
を
行
っ

て
い
る
町
村
の
給
食
施
設
で
は
、

給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
共
同
調
理

場
で
の
処
理
が
な
さ
れ
、
給
食

専
任
担
当
が
い
る
。
給
食
メ
ニ

ュ
ー
と
給
食
費
が
小
・
中
学
校

ご
と
に
統
一
さ
れ
て
お
り
、
会

計
処
理
も
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
本
町
で
は
鰍
沢
小
中
学

校
で
は
共
同
処
理
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
小
中
学
校
の
給
食
費

の
違
い
や
、
他
の
学
校
で
は
自

校
方
式
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

学
校
ご
と
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
給
食
施
設
の
あ
り
方
を

検
討
し
、
セ
ン
タ
ー
化
が
可
能

で
あ
れ
ば
、
給
食
費
を
公
会
計

化
す
る
。

問
　
身
延
町
で
は
1
食
当
た
り

の
単
価
は
同
じ
で
も
、
学
年
に

よ
り
年
額
は
変
動
す
る
。
市
川

三
郷
町
で
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー

ご
と
に
1
食
当
た
り
の
単
価
が

違
う
の
で
、
年
額
も
違
う
。
す

べ
て
の
児
童
・
生
徒
が
一
律
の

給
食
費
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、

身
延
町
も
市
川
三
郷
町
も
公
会

計
で
対
応
し
て
い
る
。

 
市
川
三
郷
町
で
は
、
給
食
会

計
を
1
人
の
正
職
員
と
1
人
の

臨
時
職
員
で
対
応
し
て
い
る
。

富
士
川
町
で
も
市
川
三
郷
町
と

同
規
模
の
給
食
会
計
と
思
わ
れ

る
の
で
、
同
じ
人
数
の
職
員
配

置
で
公
会
計
化
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

教
育
長
　
給
食
施
設
の
検
討
会

を
含
め
た
中
で
、
公
会
計
化
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問
　
富
士
川
町
で
は
、
給
食
費

の
一
部
補
助
制
度
を
実
施
し
て

い
る
。
町
全
体
で
は
7
6
4
人

の
小
学
生
が
い
る
。
こ
の
内

4
1
3
人
が
町
か
ら
補
助
金
な

ど
給
食
費
の
支
援
を
受
け
て
い
る
。

中
学
生
は
町
全
体
で
、
4
1
0

人
い
る
。
こ
の
内
1
9
0
人
が

支
援
を
受
け
て
い
る
。
既
に
町
は
、

大
勢
の
児
童
・
生
徒
の
給
食
会

計
に
直
接
的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

公
会
計
化
す
る
こ
と
で
、
保
護

者
の
申
し
出
に
よ
り
、
児
童
手

当
か
ら
の
天
引
き
も
で
き
る
の

で
は
。

教
育
長
　
今
後
検
討
す
る
。

問
　
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、

事
務
負
担
の
軽
減
に
よ
る
教
育

時
間
の
確
保
が
考
え
ら
れ
る
。

子
ど
も
た
ち
に
接
す
る
時
間
を

増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
。

教
育
長
　
今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

〈
他
の
質
問
事
項
〉

・
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
の
指
定

 
管
理
者
制
度
導
入
は

・
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団

 
へ
の
融
資
は

　
他
4
件

秋
山
　
貢
議
員

学校給食費の公会計化を

給食センター化
できれば公会計化する
給食センター化
できれば公会計化する

公
会
計
化
が
望
ま
れ
る
学
校
給
食
費

（
鰍
沢
小
給
食
調
理
室
）



青
　
光
仁
議
員

問
　
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業

団
の
平
成
26
年
度
決
算
で
約
7

億
円
の
赤
字
だ
が
、
改
善
計
画

の
実
現
を
町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

町
長
　
今
後
5
カ
年
の
改
善
計

画
が
示
さ
れ
、
機
能
分
化
な
ど

着
実
に
計
画
を
実
行
し
、
早
期

改
善
を
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。

問
　
開
設
者
と
し
て
こ
れ
ま
で

ど
の
よ
う
な
提
言
を
し
、
今
後

ど
の
よ
う
な
指
導
提
言
を
し
て

い
く
の
か
。

町
長
　
適
切
な
運
用
の
た
め
、

開
設
者
会
議
で
地
域
の
救
急
医

療
の
受
け
入
れ
や
職
員
の
意
識

改
革
に
よ
り
、
地
域
完
結
型
医

療
を
目
指
し
て
提
言
し
て
き
た
。

今
回
の
資
金
不
足
は
早
期
に
改

善
が
図
ら
れ
る
よ
う
会
議
で
提

言
し
て
い
く
。

問
　
企
業
団
へ
の
財
政
支
援
の

額
や
内
容
を
、
町
民
に
具
体
的

に
説
明
し
理
解
を
得
る
責
任
が

あ
る
の
で
は
。

町
長
　
議
会
の
議
決
後
、
貸
付

金
の
内
容
は
町
の
広
報
誌
で
説

明
し
、
企
業
団
の
改
善
計
画
は

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
で

周
知
す
る
。

問
　
12
月
3
日
の
山
梨
日
日
新

聞
の
談
話
で
「
早
急
に
改
善
計

画
を
出
し
て
も
ら
い
、
自
立
し

た
病
院
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

し
た
。
私
も
そ
の
通
り
と
考
え

る
が
、
貸
付
金
を
補
正
提
案
し

た
時
点
で
は
改
善
計
画
が
出
て

い
な
い
。
お
か
し
い
で
は
な
い
か
。

町
長
　
28
年
度
の
改
善
計
画
と

26
年
度
の
借
入
や
資
金
不
足
は

別
物
で
あ
る
。

問
　
財
政
支
援
は
今
回
限
り
か
。

議
会
か
ら
否
決
さ
れ
た
場
合
、

ど
う
対
応
す
る
考
え
か
。

町
長
　
今
後
も
資
金
シ
ョ
ー
ト

し
な
い
よ
う
に
支
援
し
、
資
本

の
充
実
も
検
討
す
る
。
提
案
を

否
決
さ
れ
た
場
合
、
企
業
団
は

破
綻
す
る
。

問
　
排
水
機
場
の
管
理
は
農
林

振
興
課
と
防
災
課
に
分
か
れ
て

い
る
が
、
一
元
化
す
べ
き
で
は
。

防
災
課
長
　
明
年
4
月
か
ら
一

元
化
す
る
。

峡南医療センターの
赤字をどう考えるか

改善計画を着実に実行し
早期改善を望む
改善計画を着実に実行し
早期改善を望む

峡南医療センター富士川病院

水
害
の
防
災
体
制

に
つ
い
て



問
　
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
の
決

算
が
、
24
年
当
時
の
各
地
区
住

民
説
明
会
の
内
容
と
乖
離
し
た

の
は
な
ぜ
か
。

町
長
　
7
億
1
2
2
万
円
の
赤

字
と
な
っ
た
の
は
、
入
院
収
益

が
大
幅
に
減
っ
た
こ
と
や
、
両

病
院
の
機
能
分
化
・
医
療
資
源

の
有
効
活
用
が
で
き
な
か
っ
た

た
め
で
あ
る
。

問
　
病
院
経
営
に
乗
り
出
す
時
、

町
民
に
説
明
し
た
経
緯
を
踏
ま

え
れ
ば
、
説
明
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

町
長
　
説
明
す
る
た
め
地
区
説

明
会
を
行
う
こ
と
は
や
ぶ
さ
か

で
は
な
い
。
峡
南
医
療
セ
ン
タ

ー
の
改
善
計
画
と
共
に
説
明
す
る
。

問
　
後
藤
知
事
が
峡
南
医
療
セ

ン
タ
ー
発
足
に
深
く
関
わ
っ
て

き
た
。
も
っ
と
県
に
支
援
協
力

を
求
め
る
べ
き
だ
。

町
長
　
そ
の
通
り
で
あ
る
。
当

時
「
買
い
取
る
べ
き
だ
」
と
言

っ
て
い
た
。
当
然
町
に
も
責
任

が
あ
る
が
、
県
や
医
大
に
も
責

任
が
あ
る
。

問
　
今
回
の
改
善
計
画
を
、
着

実
に
実
行
し
て
も
ら
い
た
い
と

の
こ
と
だ
が
、
開
設
時
も
同
様

の
話
が
あ
っ
た
。
28
年
度
か
ら

約
3
万
9
千
人
の
入
院
患
者
が

1
万
人
増
え
る
。
病
床
利
用
率

が
80
％
に
な
る
。
信
じ
が
た
い

数
字
だ
が
。

町
長
　
そ
の
通
り
い
く
か
ど
う

か
分
か
ら
な
い
が
、
医
療
資
源

を
集
約
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

問
　
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る

職
員
数
削
減
が
、
6
年
経
っ
て

も
進
ん
で
い
な
い
が
。

総
務
課
長
　
1
8
8
人
か
ら

1
7
1
人
と
削
減
し
、
目
標
は

達
成
し
て
い
る
。

問
　
臨
時
･
嘱
託
職
員
の
合
計
は
、

1
0
7
人
か
ら
1
2
5
人
と
増

え
て
い
る
が
。

総
務
課
長
　
職
員
全
体
で
は
、

2
9
2
人
か
ら
2
9
6
人
で
、

大
幅
に
増
え
て
い
な
い
。

問
　
増
え
て
も
い
な
い
が
、
減

っ
て
も
い
な
い
の
で
は
。

町
長
　
嘱
託
・
臨
時
職
員
に
は

保
育
士
も
含
ま
れ
増
減
が
あ
る
。

一
般
行
政
事
務
で
増
え
る
こ
と

は
な
い
。

問
　
児
童
セ
ン
タ
ー
は
新
た
に

土
地
購
入
を
せ
ず
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
跡
地
に
移
転
す
べ
き
で
は
。

町
長
　
検
討
は
す
る
が
無
理
で

あ
る
。
現
在
地
近
く
で
面
積
の

確
保
で
き
る
所
に
す
る
。

問
　
今
の
行
政
規
模
の
維
持
を

前
提
と
し
た
、
目
標
1
万
6
千

人
は
無
理
が
あ
る
。
自
然
減
を

踏
ま
え
た
コ
ン
パ
ク
ト
行
政
の

視
点
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
。

町
長
　
み
ん
な
の
努
力
目
標
で

あ
る
。
町
も
大
き
な
拠
点
、
小

さ
な
拠
点
づ
く
り
を
考
え
る
。

斉
藤
欽
也
議
員

開設から1年

職
員
定
数
の
削
減
は

児
童
セ
ン
タ
ー
の

移
転
先
は

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
･

総
合
戦
略
は

町民への説明責任を果たせ

必要があれば説明する必要があれば説明する



生ごみを資源ごみに（コンポスト）

市
川
淳
子
議
員

問
　
富
士
川
町
の
「
ご
み
処
理

基
本
計
画
」
の
中
に
は
、
平
成

18
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
ま
で

の
家
庭
排
出
ご
み
1
人
1
日
の

量
の
推
移
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
の
状
況
は
ど
う
か
。

町
民
生
活
課
長
　
平
成
22
年
度

の
家
庭
ご
み
1
人
1
日
ご
み
排

出
量
は
5
5
4
・
24
g
、
平
成

25
年
度
は
約
5
4
9
ｇ
で
減
少

傾
向
で
あ
る
。

問
　
こ
の
計
画
書
で
は
平
成
18

年
度
は
5
9
7
・
64
g
で
、
平

成
25
年
度
と
比
較
す
る
と
48
・

64
g
も
減
少
し
て
い
る
。
か
な

り
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
思

う
が
、
こ
の
減
少
傾
向
の
要
因

は
何
か
。

町
民
生
活
課
長
　
町
が
長
期
に

取
り
組
ん
で
い
る
ご
み
の
分
別
、

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
に
よ
る
資
源
ご
み
の
回
収
、

ま
た
、
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
町
と

住
民
と
協
賛
企
業
の
協
力
な
ど

に
よ
る
、
利
用
負
担
無
料
化
の

利
用
促
進
活
動
な
ど
考
え
ら
れ
る
。

問
　
志
村
町
長
は
、
環
境
政
策

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
設
置
を
積
極
的
に
行
い
、

各
区
も
協
力
的
に
設
置
場
所
を

提
供
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

富
士
川
町
民
は
資
源
ご
み
へ
の

分
別
意
識
が
格
段
に
高
ま
り
、

可
燃
ご
み
量
の
削
減
に
繋
が
っ
た
。

良
い
政
策
が
住
民
意
識
を
良
い

方
向
に
変
え
て
い
っ
た
と
思
う
。

次
の
課
題
は
生
ご
み
で
あ
る
。

家
庭
ご
み
排
出
量
の
80
％
以
上

は
可
燃
ご
み
で
あ
り
、
中
で
も

生
ご
み
は
40
％
以
上
を
占
め
る
。

食
品
の
生
ご
み
は
資
源
化
が
可

能
で
あ
る
。
町
は
コ
ン
ポ
ス
ト

を
試
験
導
入
し
、
生
ご
み
削
減

を
積
極
的
に
考
え
て
い
く
べ
き

だ
が
。

町
民
生
活
課
長
　
現
在
、
生
ご

み
な
ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
調
査

結
果
を
み
て
、
コ
ン
ポ
ス
ト
な

ど
い
ろ
い
ろ
使
っ
て
い
る
先
進

地
域
な
ど
の
検
証
を
行
い
、
対

策
を
考
え
た
い
。

問
　
富
士
川
町
は
子
育
て
支
援

の
充
実
を
政
策
に
掲
げ
、
県
内

で
も
先
駆
け
て
18
歳
ま
で
の
医

療
費
窓
口
無
料
化
を
実
施
し
て

い
る
。
子
育
て
支
援
の
「
格
差
」

を
な
く
す
観
点
か
ら
、
重
度
心

身
障
が
い
者
の
18
歳
ま
で
の
子

ど
も
た
ち
を
、
同
じ
よ
う
に
医

療
費
窓
口
無
料
化
に
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

町
長
　
県
は
明
年
度
を
目
途
に
、

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助

成
制
度
を
、
一
定
年
齢
ま
で
窓

口
無
料
化
す
る
方
向
で
検
討
に

入
っ
た
。
県
の
判
断
に
合
わ
せ
、

窓
口
無
料
化
を
実
施
し
て
い
き

た
い
。

生ごみ削減対策にコンポスト試験導入を

アンケート調査中
できることを考える
アンケート調査中
できることを考える

障
が
い
児
医
療
費

窓
口
無
料
化
を



問
　
引
き
こ
も
り
を
抱
え
る
親

が
高
齢
化
し
、
子
ど
も
が
社
会

復
帰
で
き
な
い
、
ま
た
は
不
就

労
が
続
く
こ
と
で
、
生
活
困
窮

に
至
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

町
の
引
き
こ
も
り
の
実
態
と
対

策
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
該
当
者
は
31
人
。

民
生
委
員
へ
の
協
力
依
頼
や
保

健
師
な
ど
の
訪
問
、
関
係
支
援

機
関
へ
紹
介
す
る
。

問
　
就
労
支
援
に
繋
げ
る
よ
う

な
対
策
を
、
早
急
に
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

福
祉
保
健
課
長
　
今
後
、
相
談

業
務
を
続
け
な
が
ら
努
力
す
る
。

問
　
貧
困
に
よ
る
経
済
格
差
は
、

子
ど
も
の
教
育
格
差
に
も
繋
が
る
。

子
ど
も
の
貧
困
実
態
調
査
と
対

策
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
に
よ
り
、
困
窮

家
庭
の
実
態
を
把
握
し
支
援
事

業
を
進
め
て
い
る
。
あ
ら
た
め

て
実
態
調
査
は
必
要
な
い
。

問
　
子
ど
も
の
貧
困
に
繋
が
る

恐
れ
の
あ
る
要
支
援
者
を
、
早

期
発
見
し
支
援
に
繋
げ
て
い
く

た
め
、
考
え
ら
れ
る
調
査
を
全

て
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ

ら
に
、
子
ど
も
の
学
習
支
援
に

対
す
る
考
え
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
昨
年
7
月
か

ら
月
2
回
「
学
力
向
上
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
事
業
」
を
実
施
。
今

後
も
適
切
な
学
習
支
援
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
む
。

問
　
死
亡
原
因
の
第
1
位
は
、

が
ん
で
あ
る
。
子
宮
頸
が
ん
検

診
の
細
胞
診
の
検
査
は
、
が
ん

の
発
見
率
は
高
い
が
、
前
が
ん

病
変
の
発
見
は
、
約
30
％
の
見

落
と
し
が
あ
る
。
が
ん
の
原
因

と
さ
れ
る
（
H
P
V
）
ウ
イ
ル

ス
の
検
査
を
併
用
す
る
と
、
病

変
の
見
落
と
し
が
ほ
ぼ
な
く
な
り
、

治
療
の
た
め
に
子
宮
を
手
術
で

失
う
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
に
な
る
。

「
H
P
V
検
査
」
の
導
入
の
考

え
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
平
成
25
年
度

か
ら
、
5
年
間
の
計
画
実
施
を

し
て
い
る
。

問
　
子
宮
頸
が
ん
は
、
20
代
や

30
代
の
若
年
層
で
増
加
傾
向
に

あ
る
。
「
H
P
V
検
査
」
の
併

用
検
診
の
継
続
を
要
望
す
る
。

さ
ら
に
小
中
学
校
に
お
け
る
「
が

ん
教
育
」
の
考
え
は
。

教
育
総
務
課
長
　
県
が
作
成
し

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
、
学
習
や

禁
煙
に
関
す
る
出
前
講
座
を
実
施
。

本
年
度
は
鰍
小
で
、
子
ど
も
が

親
に
が
ん
検
診
を
勧
め
る
事
業

を
計
画
。

問
　
が
ん
の
経
験
者
や
専
門
家

か
ら
話
を
聞
く
授
業
も
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

教
育
総
務
課
長
　
関
係
課
と
相

談
し
、
授
業
内
容
の
検
討
を
進

め
た
い
。

〈
他
の
質
問
事
項
〉

・
認
知
症
対
策
は

小
林
有
紀
子
議
員

子
宮
頸
が
ん
検
診
の

方
法
は

引きこもりや子どもの貧困対策は

就労支援や学習支援を進める就労支援や学習支援を進める

がん検診を受けましょう
（山梨県統計資料より）



平成26年度決算総括表

一般会計

介護保険特別会計

峡南ふるさと市町村圏特別会計

合計

19億0463万円

2億3892万円

3468万円

21億7823万円

3億2950万円

0万円

0万円

3億2950万円

会計名 決算額 富士川町負担金

峡南広域行政組合計算センター

　議会間の横のつながりを図るため、第1回
議員研修会を10月30日に富士川町で開催した。
1回目の会として、後藤斎知事を招き県政報
告と新しい県土づくりへの講演会と意見交
換を活発に行った。
　このような広域的な議員間の研修会は初
めての試みであり、互いの連携を図り、広
域的な課題に対応するためにも定期的に行
うこととした。

講演会の様子（道の駅富士川水防対策室）

　10月20日～21日、東京で行われ
た町村議会広報研修会に委員全員
で参加し、分かりやすい広報編集
の基本を研修した。

　10月21日、峡南広域行政組合議会定例議会が開催さ
れ、26年度決算認定3件、専決処分承認1件などが原案
どおり可決された。
　決算認定の概要は下表のとおり、専決処分は、27年
度補正予算で光ケーブル移設工事費用が補正された。
　また、追加案件として、議長・副議長辞職に伴い、
議長に小林進（富士川町）、副議長に遠藤光宣（南部
町）が選任された。なお、常任委員会委員及び議会運
営委員会委員の選任も行われた。



　このアプリケーションは、広告代理店・株式会社ホープ（福岡市中央区）が作
成したものです。
　今後、i広報紙を利用して議会だよりを閲覧した時に、広告が表示されることが
ありますが、その内容に富士川町議会は一切責任を負いません。

1．AppStoreにて「i広報紙」と検索してダウンロード

2．インストール→簡単な個人設定→使用開始

3．お住まいの地域が富士川町以外の方は、「その他>個人設定」の「気になる地域」から

「富士川町議会だより」を選択

1．Googleplayにて「i広報紙」と検索してダウンロード

2．インストール→簡単な個人設定→使用開始

3．お住まいの地域が富士川町以外の方は、「その他>個人設定」の「気になる地域」から

富士川町議会だより」を選択

　アプリから、いつでもどこでも「富士川町議会だより」を閲覧できます。最新号の議会だ

よりが発行されると、アプリにお知らせが届きます。

　ページめくり、拡大縮小なども簡単にでき、必要な記事はスクラップ機能として画像を保

存することができます。

　富士川町議会では、議会だよりをより多くの方に手軽に読

んでいただける新しい情報発信手法として、株式会社ホープ

で運営する電子広報紙配信プラットフォーム「i広報紙」を導

入しました。

　「i広報紙」とは、アプリをダウンロードすることで、スマ

ートフォンなどから、富士川町議会だよりを読むことができ

ます。いつでもどこでも、アプリで広報紙を読むことができ

ますので、ぜひダウンロードしてご利用ください。

訂正とお詫び 「議会だより第22号」の4ページ中、民生費12万3489円とあるのは
13万7468円の誤りでした。訂正してお詫び申し上げます。




